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次期小学校学習指導要領において、「外国語活動」は早期化及び教科化という形で、

その充実が図られることになりました。平成 32 年度より次期小学校学習指導要領が全

面実施されますが、英語教育に関しては、平成 30 年度から段階的に先行実施される予

定です。 

これらに向けて、今後、各教育委員会及び各学校においては、小学校英語教育の充実

を円滑に実施していくための取組が進められることになります。その取組の一つが、教

員の力量向上を目的とした研修です。教員研修の改善・充実に関して「幼稚園、小学校、

中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について

（答申）」（2016）では、英語教育担当指導主事や、文部科学省の英語指導力向上事業

に参加した「英語教育推進リーダー」などが中心となって実施する各種研修、小・中学

校教員相互の授業参加、合同研究会などを挙げた上で、「このような取組を通じて、学

級担任はじめ全教員が外国語に触れ、外国語を指導する力を身に付けることができるよ

う、校内研修や外国語教育における域内の連携体制を充実させていくなど、各地方自治

体の実態に応じた体制を構築することが求められる」としています。 

神奈川県立総合教育センターでは、今年度、小学校英語教育の充実に関する施策や議

論などを参考に、指導体制や目標設定、教材及び学習内容の在り方などに関して、現状

や課題、今後の方向性等を整理した上で、教員を対象とする研修プログラムの検討を行

いました。このプログラムのキーワードは、「既存リソースの活用」と「ワークショッ

プ型研修」です。これまで築いてきた学校の物質的、人的資源に着目するとともに、講

義形式で受動的に「知識量」を増やすのではなく、教員一人ひとりが主体的、対話的に

関わりながら考え、学ぶ内容としています。 

 本冊子では、その校内教員研修プログラムを収録しています。「活用資料編」ととも

に、今後、各学校の状況に合わせ、活用していただければ幸いです。 

 

 平成 29 年３月 

  

神奈川県立総合教育センター 

所 長   北村 公一 
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Plan ２ 
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Plan ４ 

※ それぞれのプランは 70 分～80 分で完結する内容になっています。 

各学校の状況に応じて必要なプランを活用してください。 



 
 

 

 

  

  

１ ワークショップとは 

ワークショップとはもともと「職場」「作業場」など協働で仕事を行う“場”を表す

言葉です。講義形式で受動的に知識量を増やすだけの研修とは違い、主体的に課題に

向き合い、他の参加者との協議等を通して知識や技術等を身に付けていきます。 

 

２ 役割分担 

 ○ファシリテーター 

参加者の意見を引き出したり、整理したりします。グループ協議を行う場合は、グ

ループごとにファシリテーターを決めます。 

○書記 

模造紙やホワイトボード等に意見を書き留めたり、絵や図を書いたりします。 

○発表者 

グループ協議の内容を全体に紹介します。 

 

３ 準備物の例 

①付箋（貼り付ける台紙や書く内容に合わせた大きさや色のもの） 

②ペン 

③模造紙やホワイトボード 

④ワークシートや資料 

⑤タイマー 

⑥デジタルカメラ（記録用） 

 

４ 基本的な流れ 

 ①研修の目的や流れを確認する。 

 ②各自が意見やアイデアを付箋等に記入する。 

③グループに分かれて、意見やアイデアを整理・構造化する。 

④各グループの成果を発表し、共有する。 

⑤研修成果の確認を行う。 

 

 参考：村川雅弘『ワークショップ型教員研修 はじめの一歩』 

ワークショップ型研修を始めよう 
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□ 付箋（３色程度）    □ ペン（３色程度）  □ 模造紙やホワイトボード 

□ 年間指導計画等の資料  □ タイマー      □ デジタルカメラ（記録用） 

 

 

 

１ ねらいと流れの確認【全体】（５分） 

  ○学校全体でカリキュラム・マネジメントに関わることの意義を共有化する。 

   

２ 現在の年間指導計画と実施状況の共有【全体】（10 分） 

  ○現在の年間指導計画を確認する。 

  ○学年や教科の担当者が記録に基づいて、現在の実施状況の説明を行う。 

  ○中学校の外国語科担当教員を招いた場合は、中学校の現状についても確認する。 

 

３ 付箋の記入【個人】（10 分） 

  ○現在の年間指導計画に関して、良い点、課題点を各自で付箋に記入する。 

  ○学習内容、実施時期については、他教科との関連性も踏まえて考える。 

  

４ 良い点・課題点の整理【グループ】（15 分） 

  ○付箋については随時追加をしたり、ＫＪ法等を用いて分類をしたりする。 

  

５ 課題点に対する改善策の討議【グループ】（15 分） 

  ○児童の実態、他教科との関連性、小・中学校の系統性等を踏まえ、今後の年間

指導計画作成に向けた改善策について、付箋に考えを整理しながら討議する。 

 

６ グループ協議の共有【全体】（10 分） 

 

７ まとめ【全体】（５分） 

年間指導計画の見直しを行おう  Plan １ 
 年間指導計画の作成や見直しなど、教育課程の編成に関しては、

カリキュラム・マネジメントの視点から全教職員が主体となって見

直しに関わっていくことが重要です。中学校の外国語科担当教員を

招くなどして、小・中学校の系統性等を踏まえることも大切です。 

研修の流れ    （70分の例） 

２ 

準備物の例 



●カリキュラム・マネジメントの三つの側面・・・・・・・ 
   「カリキュラム・マネジメント」は、次の三つの側面から捉えることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

● 小・中学校の円滑な接続を図るために・・・・・・・・・ 
   教育課程の編成においては、「外国語活動」や小学校「外国語科」が、現在の中学校

「外国語科」とは異なるということを意識した上で、中学校との円滑な接続を図る必

要があります。そのために、中学校の外国語科担当教員を招くなどして、中学校にお

ける生徒や学校の実態を確認したり、研修のまとめで助言を求めたりします。 

  

   

  グループで使用する模造紙のレイアウト例 

①各教科等の教育内容を相互の関係で捉え、学校教育目標を踏まえた教科等横

断的な視点で、その目標の達成に必要な教育の内容を組織的に配列していく

こと。 

②教育内容の質の向上に向けて、子供たちの姿や地域の現状等に関する調査や

各種データ等に基づき、教育課程を編成し、実施し、評価して改善を図る一

連のＰＤＣＡサイクルを確立すること。 

③教育内容と、教育活動に必要な人的・物的資源等を、地域等の外部の資源も

含めて活用しながら効果的に組み合わせること。 

※ 引用「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要

領等の改善及び必要な方策等について（答申）」（中央教育審議会 2016） 

現在の年間指導計画 

実施状況の記録 良い点・課題点 

改善策 

３ 

※ 討議の流れに沿って整理することで、振り返りをしやすくした例です。 



 

 

 

 

 

 

□ 付箋（１色）      □ ペン（３色程度）  □ 模造紙やホワイトボード 

□ 年間指導計画等の資料  □ タイマー      □ デジタルカメラ（記録用） 

 

 

 

１ ねらいと流れの確認【全体】（５分） 

  ○学校全体でカリキュラム・マネジメントに関わることの意義を共有化する。 

 

２ 他教科との関連性をいかした授業アイデア例の紹介【全体】（５分） 

○Ｐ５を参考に具体例を紹介する。 

 

３ 他教科等との関連の確認【個人】（10 分） 

  ○それぞれの教科の年間指導計画表を見ながら、英語の授業と関連しそうな単元

や学習内容に印を付けたり矢印を入れたりする。 

  ○他教科と関連できそうな授業アイデアを付箋に書き出しておく。 

 

４ 個人ワークの共有【グループ】（10 分） 

  

５ 授業アイデアの相談【グループ】（25 分） 

  ○書き出した授業アイデアについて、関連する教科や実施時期等の視点から整理

する。 

 

６ グループ協議の共有【全体】（10 分） 

 

７ まとめ【全体】（５分） 

 

授業アイデアを出し合おう  Plan ２ 
 子どもたちの主体的な学びを実現するためには、その学習の目的

を明確にしたり、他教科等や日常生活との関連を意識した授業づく

りを行ったりすることが大切です。プラン２では、そのアイデアを

たくさん出すことをねらいとしています。 

研修の流れ （70 分の例） 

４ 

準備物の例 



 
 
 
●教科の学習と関連させて・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 

 

   

 
 
 
 
  
●総合的な学習の時間と関連させて・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
    

●特別活動と関連させて・・・・・・・・・・・・・・・・・     

 

 

 

 

 

 

 

他教科等との関連性をいかした授業アイデア例 

②英語のことわざを取り入れ 

たスピーチを行う。 

国語 

①総合的な学習の時間で地域の 

特徴についての学習を行う。 

総合的な学習の時間 

②地域の特徴を紹介する英語 

のカルタを作る。 

英語 

①人の性格や特徴に関する表 

現を学ぶ。 

英語 

②特別活動で友達のよさを伝 

え合う活動を行う。 

特別活動 

５ 

①英語のことわざを知る。 

英語 

「英語」→「他教科等」の流れのほかにも、「他教科等」→「英語」、 

「他教科等」→「英語」→「他教科等」など、様々な流れが考えられます。 



 

 

 

 

 

 

□ 実践事例に関する資料（学習指導案等）  □ タイマー 

□ デジタルカメラ（記録用） □ ワークシート（個人用とグループ協議用） 

 

 

 

１ ねらいと流れの確認【全体】（５分） 

  ○学校全体で授業研究に取り組む意義を共有する。 

   

２ 実践事例の紹介【全体】（15 分） 

  ○学習指導案等を見ながら使用する英語の表現や児童の反応等を確認する。 

  

３ 自校の活動内容やアレンジの視点の確認【全体】（５分） 

  ○小学校学習指導要領や学校教育目標等からアレンジの視点を焦点化する。 

  ○授業のねらいや児童の実態を共有化する。 

  

４ 学習指導案の作成【個人】（10 分） 

  ○授業のアイデアや方向性を個人用のワークシート（学習指導案の枠をＡ４サイ 

ズで印刷したもの）にメモする。 

  

５ 学習指導案の作成【グループ】（30 分） 

  ○授業のねらいや児童の実態を踏まえて教材や授業展開を考える。 

  ○グループ協議用のワークシート（個人用をＡ３サイズに拡大したもの）使用し 

   て協議した内容を整理する。 

  

６ グループ協議の共有【全体】（10 分） 

 

７ まとめ【全体】（５分） 

実践事例をアレンジしよう  Plan ３ 
 プラン３は、他校での実践事例を自分の学校の児童に合うように

アレンジすることをねらいとしています。また、近隣の小学校同士

で事例を交換して、互いに研修結果をフィードバックする方法も考

えられます。 

研修の流れ （80分の例） 

６ 

準備物の例 



●単元や一単位時間の授業の進め方・・・・・・・・・・・・・・ 
   単元や一単位時間の授業の基本的な進め方を校内で共有化しておくと、授業計画が

立てやすくなります。授業のねらいを明確にし、単元計画や一単位時間の授業の展開

を考えましょう。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●気付きを促す工夫・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
授業では、一方的に学習内容の説明をしたり知識の暗記をさせたりするのではなく、

児童自身の気付きを促すことが大切です。 

 

 

 

 

 

    

    

  

第１時 

あいさつ 

雰囲気を作る活動 

単語・表現の導入 

慣れ親しませる活動 

○聞くこと 

振り返り 

 

第２時 

あいさつ 

雰囲気を作る活動 

復習 

単語・表現の導入 

慣れ親しませる活動 

○聞くこと 

○話すこと[やり取り] 

振り返り 

 

第３時 

あいさつ 

雰囲気を作る活動 

復習 

単語・表現の導入 

慣れ親しませる活動 

○聞くこと 

○話すこと[やり取り] 

振り返り 

 

第４時 

あいさつ 

雰囲気を作る活動 

復習 

単語・表現の導入 

慣れ親しませる活動 

○話すこと[発表] 

振り返り 

 

単元や一単位時間の授業の基本的な進め方の例 

 

『はじめよう 楽しい英語活動』（神奈川県立総合教育センター）をもとに一部改編 

 

①「海」と「星」が、それぞれ英 

語で何と言うかを質問する。 

③「海星」が「ヒトデ」だと伝え 

る。 

②「海星」と書き、それが何のこ 

とかを質問する。 

④「starfish」という言葉を伝え、

英語も言葉を組み合わせて単語 

が作れることに気付かせる。 

海星 

７ 



 

 

 

 

 

 

□ 英語の絵本   □ タイマー   □ デジタルカメラ（記録用） 

□ ワークシート（個人用とグループ協議用） 

 

 

 

１ ねらいと流れの確認【全体】（５分） 

   

２ 研修で使用する絵本の紹介【全体】（10 分） 

  ○研修担当者が、文部科学省が配付している教材や地域の図書館で借りられる絵

本等から事前に選んで用意しておく。 

  

３ 自校の活動内容やアレンジの視点の確認【全体】（５分） 

  ○想定する学習のねらいを示す。 

  ○絵本の読み聞かせの仕方や読み聞かせに関連して行う活動内容の例を紹介する。 

 

４ 絵本の活用方法の考案【個人】（10 分） 

  ○次の２点について絵本の活用方法を考える。 

・児童に読み聞かせをする際の具体的なやり取り（児童への質問内容やそのタ

イミング等） 

・読み聞かせに関連して行う学習活動 

 

５ 絵本の活用方法の検討【グループ】（25 分） 

 

６ グループ協議の共有【全体】（10 分） 

 

７ まとめ【全体】（５分） 

 

絵本の活用方法を考えよう  Plan ４
 プラン４は、英語の絵本の活用方法を考えることをねらいとして

います。単に「上手な発音で読む」ということではなく、児童との

やり取りの仕方や、読み聞かせに関連して行う活動内容についての

工夫を皆で考えていきます。 

研修の流れ （70分の例） 

準備物の例 

８ 



●絵本の読み聞かせの仕方・・・・・・・・・・・・・・・・ 
どれだけ優れた教材も、その魅力を引き出し、効果的に活用できるかどうかは教員の

働き掛けにかかっています。絵本の読み聞かせにおける留意点として次のようなこと

が挙げられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●読み聞かせに関連して行う学習活動・・・・・・・・・・ 
絵本を読むだけでなく、内容に関連した学習活動を行うことで、児童が楽しみながら

理解を深めることが可能です。登場する動物や果物などを児童自身が入れ替えてグル

ープでオリジナル絵本を作る、劇やペープサートを使って演じる、クイズを作って発

表するなど、学習のねらいを踏まえて、効果的な学習活動を行います。 

  
●小学校英語教育における絵本の選び方・・・・・・・・・ 

   市販の英語の絵本を使用する際には、作品の題材や使用されている英語の特性を捉

えるとともに、他の教材との関連性はどうか、児童の実態や授業のねらいと合ってい

るかなどの点に配慮して、適切なものを選択する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『アメリカの小学校では絵本で英語を教えている』（リーパー・すみ子）をもとに一部改編 

 

 ○日常使われるやさしい単語が入ったもの。 

○文とイラストが合っているもの。 

○表紙や本のタイトルが、内容を語っているもの。 

○物語の展開が明確なもの。 

○児童の生活体験から、あまり離れていないもの。 

○単語や表現が、他の教材と関連性のあるもの。 

○単元や本時のねらいと合っているもの。 

Point 

指導者は、ジェスチャーをつ

け、表情豊かに読む。 

絵や筋について時折質問をし

ながら、児童を絵本の世界に

引き込むようにする。 

９ 
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